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令和６年度大阪市外国人住民アンケート調査報告書【概要版】 

令和７年３月 大阪市 

■調査目的 

大阪市の外国人住民数は、平成 26年度以降急増し、国籍、ルーツ、在留資格等が多様化する中、外

国人住民や地域社会が抱えるニーズが複雑・多様化しており、そうした変化に応じた本市の施策が

必要となっている。本市各所属において効果的な多文化共生施策を検討するうえでの基礎資料とす

るため、現時点の外国人住民の生活環境についての実態や抱えている課題を把握するアンケート調

査を実施した。 

■調査方法 

郵送による無記名式のアンケート調査（調査票を郵送し、後日記入済みの調査票を返送。） 

調査票は日本語版（ルビつき）と、調査対象者の国籍を参照して選択した日本語以外の１言語（英

語、中国語、韓国・朝鮮語、ベトナム語、ネパール語）版の２種類を送付し、回答可能な言語で回

答いただいた。 

■調査対象 

大阪市内在住の 18歳以上の外国人住民の中から無作為に抽出された 4,000人 

■調査実施期間 

令和７年１月９日～令和７年１月 29日 

■回収数 

発送数：4,000件 

到達数：3,943件（不着を除く） 

回収数：638件 

回収率（発送数を母数とする）：16.0％ 

回収率（到達数を母数とする）：16.2％ 

 

回答者の属性 

（１）国籍（地域）                  （２）出生地 

 

 

 

 

 

 

 

  

国籍（地域）は、「韓国・朝鮮」が 31.2％と最も多く、

次いで、「中国」が 30.3％、「ベトナム」が 16.6％、「ネ

パール」が 7.4％、「フィリピン」が 3.1％となっている。 

出生地は、「日本で生まれた」が

24.9％、「外国で生まれた」が 74.3％と

なっている。 
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16.6

7.4
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韓国・朝鮮
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ブラジル

その他

無回答

(%)
(n=638)

日本で生ま

れた

24.9%

外国で生まれた

74.3%

無回答

0.8%

(n=638)
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（３）外国で生まれた人の日本在住年数    （４）在留資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）日本語能力 

①不自由なく使用できる言語 

不自由なく使用できる言語は、「日本語」が 59.4％と最も多く、次いで、「中国語」が 31.5％、

「英語」が 19.7％、「ベトナム語」が 16.1％、「韓国・朝鮮語」が 9.2％となっている。 

「日本語を不自由なく使える」方について、日本在住年数別にみると、「日本で生まれた」が

40.6％、「16年以上」が 16.9％となっている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②日本語を「読む」能力 

 「日本語」以外の言語を選択した人のうち、日本語能力（読む・わかる）は、「漢字を読むこと

ができる」が 40.5％と最も多く、次いで、「ひらがな、カタカナ、簡単な漢字を読むことができ

る」が 31.0％となっている。  

日本に住んでいる年数は、「1～5年」が

33.3％と最も多く、次いで、「6～10年」

が 20.3％と続く。 

在留資格は、「特別永住者」が 23.0％と最も多く、

次いで、「永住者」が 21.0％、「技術・人文知識・国

際業務」が 14.7％、「留学」が 11.9％と続く。 

日本語を不自由なく使えると答えた方の日本在住年数 

１年より短い

12.7%

1～5年

33.3%

6～10年

20.3%

11～15年

9.5%

16～20年

4.6%

20～24年

5.5%

25年以上

11.2%

無回答

3.0%

(n=474)

23.0

21.0

11.9

14.7

5.5

1.6

3.6

3.1

3.0

2.5

1.7

3.4

2.7

2.2

0 10 20 30

特別永住者

永住者

留学

技術・人文知識・国際業務

家族滞在

定住者

日本人の配偶者等

技能実習

特定活動

経営・管理

永住者の配偶者等

技能

その他

無回答

(%)
(n=638)

59.4

9.2

31.5

16.1

3.1

19.7

7.2

0.3

0.3

0.8

4.4

1.1

0 20 40 60 80

日本語

韓国・朝鮮語

中国語

ベトナム語

フィリピン語

英語

ネパール語

タイ語

ポルトガル語

スペイン語

その他

無回答

(MA%)
(n=638)

40.6

3.7

16.1

12.4

8.2

16.9

2.1
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日本で生まれた

１年より短い

1～5年

6～10年

11～15年

16年以上

無回答

(%)
(n=379)
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１.普段の生活（情報・相談）について 

 

（１）知っている情報媒体 

 知っている情報媒体は、「（区役所の）ホームページ」が 32.1％と最も多く、次いで、「（大阪市役

所の）ホームページ」が 30.9％となっている。 

 

（２）使用する情報媒体 

使用する情報媒体は、「（その他）友人・知り合い(同じ国籍の人・同じルーツの人)」が 38.9％と最も

多く、次いで、「（その他）友人・知り合い(日本人)」が 35.9％、「（その他）インターネット・SNS」が

33.5％、「（大阪市役所の）ホームページ」が 29.0％となっている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）知っている情報媒体 （２）使用する情報媒体 

32.1

11.6

4.2

18.8

12.7

20.7

23.8

30.9

9.4

9.2

3.3

17.1

8.2

3.1

0.9

8.2

23.5

6.4

0 10 20 30 40

ホームページ

SNS（X、Facebook、LINEなど）

YouTube

広報誌

くらしの便利帳

ポスター（役所や地域の掲示板など）

チラシやパンフレット

ホームページ

ホームページに載せている生活ガイド

SNS（X、LINE）

YouTube

ホームページ

SNS（X、Facebook、Instagram）

YouTube

メールマガジン

「外国人のための相談窓口」のチラシ

全部知らない

無回答

(MA%)
(n=638)

あなたの

住んでいる

区役所の

大阪市役所の

（公財）

大阪国際

交流

センターの

28.1

18.7

6.9

17.1

8.3

14.1

18.7

13.2

29.0

6.7

11.4

4.9

10.7

16.3

11.0

4.5

0.8

6.9

8.2

35.9

38.9

10.2

25.2

28.5

10.2

4.5

1.9

5.0

2.0

23.2

33.5

7.4

2.4

3.1

4.9

0 10 20 30 40 50

ホームページ

SNS（X、Facebook、LINEなど）

YouTube

広報誌

くらしの便利帳

ポスター（役所や地域の掲示板など）

チラシやパンフレット

相談窓口

ホームページ

ホームページに載せている生活ガイド

SNS（X、LINE）

YouTube

相談窓口

ホームページ

SNS（X、Facebook、Instagram）

YouTube

メールマガジン

チラシ

「外国人のための相談窓口」

友人・知り合い（日本人）

友人・知り合い（同じ国籍の人・同じルーツの人）

友人・知り合い（日本以外の他の国籍の人）

家族（子どもやパートナーなど）

会社・学校

近所の日本人・町会の人

日本語教室の先生やボランティア

外国人を支援する（困っている人を助ける）団体

大使館・領事館

教会・宗教の施設（建物や場所）

日本の新聞・テレビ・ラジオ

インターネット・SNS

自分の国・地域の言葉で書かれた新聞・雑誌

その他

手に入れる方法がない

無回答

(MA%)
(n=638)

あなたの

住んでいる

区役所の

大阪市役所の

（公財）

大阪国際

交流

センターの

その他
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（３）生活で困っていること・知りたい情報 

生活で困っていること・知りたい情報は、「給付金・生活保護」が 32.1％と最も多く、次いで、

「国民健康保険や年金」が 31.3％、「税金」が 28.4％、「日本語の勉強のこと」が 22.6％、「病気

や事故のときにどうすればよいか」が 21.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）相談相手 

相談相手は、「家族」が 52.7％と最も多い。 

 

（５）隣人との付き合い 

 隣人との付き合いは、「会えばあいさつをする」が 48.6％と最も多く、次いで、「顔もよく知らな

い」が 21.0％、「たまに話をする」が 15.8％と続く。  

31.3

32.1

28.4

16.8

21.3

17.2

8.8

9.2

9.1

8.8

1.1

13.2

10.3

15.0

11.9

21.2

22.6

19.0

15.8

10.3

14.7

5.8

2.0

19.9

11.0

0 10 20 30 40

国民健康保険や年金

給付金・生活保護

税金

病院で診察を受ける方法

病気や事故のときにどうすればよいか

予防接種や健康診断

介護や福祉

子どもを産むこと・育てること

保育園など小さい子どもを預かる場所・学校の入学のこと

学校で困ったことがあったときの相談

DVについての相談

住む家のこと

ごみの出し方など生活の規則

仕事を探す方法

仕事で困ったことの相談

火事や地震や台風がおこったときにどうすればよいか

日本語の勉強のこと

日本人と交流したい

地域のイベントの情報

ボランティアや市民団体について

趣味やスポーツなどのサークルの情報

スーパーマーケットや薬局の場所などの近所の情報

その他

困っていることや知りたいことはない

無回答

(MA%)
(n=638)
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（６）地域団体・イベントへの参加 

地域団体・イベントへの参加は、「地域の活動に参加していない」が 56.6％と最も多く、次いで、

「（イベント）地域のイベント」が 16.8％、「（団体などの活動）町会活動」が 12.5％、「（イベント）

役所のイベント」が 8.3％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）参加しない理由 

地域の活動に参加しない理由は、「活動していることを知らない」が 35.5％と最も多く、次いで、

「参加する時間がない」が 30.5％、「参加したいが、活動に参加する方法を知らない」が 24.9％、「活

動内容に興味がない」が 22.7％、「誘われない」が 21.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.5

3.1

5.2

8.0

7.4

6.0

8.3

16.8

1.6

56.6

5.2

0 20 40 60

町会活動

商店会・商工会活動

PTA活動

趣味やスポーツ活動

母国の文化を伝えたり、広める活動

清掃活動、パトロール、福祉などのボランティア活動

役所のイベント

地域のイベント

その他の地域の活動

地域の活動に参加していない

無回答

(MA%)
(n=638)

団体などの活動

イベント

18.6

7.2

35.5

24.9

30.5

7.2

22.7

21.9

5.8

1.4

0 10 20 30 40

言葉が通じない

日本人との活動に慣れていない

活動していることを知らない

参加したいが、活動に参加する方法を知らない

参加する時間がない

団体で活動することが嫌い

活動内容に興味がない

誘われない

その他

無回答

(MA%)
(n=361)
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２.仕事について 

 

（１）就業形態 

 就業形態は、「正社員」が 30.4％と最も多く、次いで、「アルバイトやパートタイマー」が

19.7％と２割弱となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）仕事についての過去５年間の経験 

過去５年間に仕事をする上で経験が「ある」と回答した項目は、「日本語での会話・コミュニケ

ーションがうまくいかなかった」が 39.2％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.4

19.7

7.1

2.4

10.2

3.1

2.8

3.9

2.4

10.0

1.3

6.7

0 10 20 30 40

正社員

アルバイトやパートタイマー

フルタイムの契約社員・嘱託

派遣社員

自営業、会社役員

技能実習生

その他

学生（アルバイトなどの仕事をしていない）

仕事をしていない（仕事を探している）

仕事をしていない（仕事を探していない）

わからない

無回答

(%)
(n=638)

39.2

17.9

16.1

11.9

13.8

5.3

4.5

1.7

5.5

1.6

5.3

2.2

2.7

2.8

5.2

5.3

0.8

42.9

61.6

63.5

68.0

65.4

73.4

74.3

76.5

72.1

77.0

73.2

75.9

75.4

75.2

73.5

73.4

77.4

17.9

20.5

20.4

20.1

20.8

21.3

21.2

21.8

22.4

21.5

21.5

21.9

21.9

21.9

21.3

21.3

21.8

ある ない 無回答
日本語での会話・コミュニケーションが

うまくいかなかった

職場の仲間や上司などと人間関係が
うまくいかなかった

職場の仲間や上司から外国人であることに
関して差別的なことを言われた

外国人であることを理由に就職を断られた

同じ仕事をしているのに、給料が日本人より少ない

働く時間や休暇の日などの労働条件が日本人より悪い

健康保険や雇用保険に入れてもらえなかった

上司から外国人であることを隠すように言われた

外国人であることを理由に、昇進できないという
不利益を受けた

外国人であることを理由に仕事を辞めさせられた

約束よりも給料が少なかった

会社が家賃や食事のお金を給料から取る
金額が多すぎる

宗教や慣習に気をつかってくれなかった

仕事でケガをしたが、労災の手続きを
してくれなかった

たくさん残業や休日に仕事をさせられた

残業の手当がもらえなかった

通帳またはパスポートを会社に取られた

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=638)
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３.住んでいる家について 

 

（１）住まい・住居形態 

居住している家は、「賃貸住宅」が 53.4％と最も多く、次いで、「持ち家」が 27.4％と２割以

上。大阪市で過去５年間に住む家を探したことがあるかは、「ある」が 48.4％、「ない」が 45.5％

となっている。 

 

（２）住む家を探した方法 

住む家を探した方法は、「外国語が話せる日本の不動産業者で探した」が 38.2％と最も多く、次

いで、「１（外国語が話せる日本の不動産業者）以外の日本の不動産業者で探した」が 37.2％。家

を探す際の経験をみると、「家賃が高くて、住みたい家に住むことができなかった」が 46.6％と最

も多く、次いで、「公営住宅に申込む方法がわからなかった」が 36.6％、「日本人の保証人がいな

いので入居を断られた」が 36.2％となっている。 

 

４.医療・保険・福祉について 

 

（１）過去１年間で病気になった時の経験 

過去１年間で病気になったときの経験については、「ある」と回答した割合は「医者の話す言葉

がわからなかった」が 23.7％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医療保険加入有無・年金加入有無 

医療保険加入状況は、「仕事先の健康保険」が 51.7％、「国民健康保険」が 38.7％。また、年金

の加入有無は、「仕事先の年金」が 48.4％と最も多い。 

 

  

8.6

23.7

3.9

14.6

15.5

11.8

11.9

80.3

65.2

84.0

73.5

71.9

76.0

75.5

11.1

11.1

12.1

11.9

12.5

12.2

12.5

ある ない 無回答
病院がどこにあるか分からなくて、

病院に行けなかった

医者の話す言葉がわからなかった

病院の職員や医者などに差別的なことを言われた

病院や薬局の説明がわからなかった

病院で払ったお金が高かった

言葉がわからないので、病院に行かなかった

お金がかかるので、病院に行かなかった

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=638)
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５.出産・子育て・教育について 

 

18歳以下の同居の子ども有無は、「いる」が 21.6％、「いない」が 71.6％。日本での出産・子育

て・教育・学校のことで困る（困った）こと、心配する（心配した）ことについて、「ある」と回

答した割合は「塾や習い事に必要なお金が高い」が 42.8％と最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.7

4.3

15.2

8.7

11.6

23.2

10.1

34.8

14.5

14.5

15.2

28.3

42.8

9.4

21.7

34.8

26.8

23.9

31.2

10.9

13.8

87.0

91.3

80.4

86.2

84.1

71.7

85.5

60.1

81.2

81.9

80.4

67.4

51.4

84.8

72.5

58.0

67.4

70.3

64.5

83.3

79.7

4.3

4.3

4.3

5.1

4.3

5.1

4.3

5.1

4.3

3.6

4.3

4.3

5.8

5.8

5.8

7.2

5.8

5.8

4.3

5.8

6.5

ある ない 無回答

母子健康手帳をもらったが内容がわからない

妊娠中の健康診査を受ける方法がわからない

子どもを産むために病院に行くとき言葉が通じない

子どもの健康診断や予防接種を
受ける方法がわからない

子どものことを相談できる人や場所がない

日本の子育てや教育の仕組みがわからない

働くために子どもを預けたいが、
どうすればよいのかわからない

子育てや教育に必要なお金が高い

幼稚園や保育所、学校に子どもを通わせるための
手続きがわからない

幼稚園や保育所、学校からの連絡の
内容がわからない

先生や他の親と会話ができない

日本語がわからないため、親として
勉強を教えることができない

塾や習い事に必要なお金が高い

子どもが仲間はずれになったり、
いじめられたりする

子どもが悪いことをしないか心配だ

子どもが授業の内容を理解できないのでは
ないかと心配だ

子どもが母語や母国の文化を
勉強することができない

日本の保育や学校の慣習にしたがうことを求められる

受験や進学の方法がわからない

進路について子どもと意見があわない

子どもが日本語があまりできないので、高校に入学
するための試験に合格することが難しい

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=138)
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６.差別・差別的な言動について 

 

（１）過去５年間の差別的な言動の経験 

過去５年間の差別的な言動の経験について、経験したことが「よくある」と「たまにある」を

合わせた『ある』は、「職場や学校の人が外国人に偏見を持っていて、人間関係がうまくいかなか

った」で 30.1％と最も多く、次いで、「日本語がうまく使えないことで嫌からせを受けた」で

24.5％、「知らない人からジロジロ見られた」で 24.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）差別的な言動を見聞きした経験 

差別的な言動を見聞きした経験について、経験したことが「よくある」と「たまにある」を合

わせた『ある』は、「インターネットで見た」で 49.1％と最も多く、次いで、「テレビ・新聞など

で見た」で 35.1％、「家族や知り合いなどから聞いた」で 33.1％となっている。 

  

3.3

3.3

1.4

0.3

4.1

3.6

2.7

1.4

1.7

1.7

0.6

0.6

26.8

14.3

8.9

4.2

20.4

20.7

7.4

12.2

13.9

3.6

1.9

6.4

57.8

70.1

76.6

82.6

62.7

62.7

77.4

73.7

71.6

80.4

82.9

79.2

12.1

12.4

13.0

12.9

12.9

13.0

12.5

12.7

12.7

14.3

14.6

13.8

よくある たまにある ない 無回答
職場や学校の人が外国人に偏見を持っていて、

人間関係がうまくいかなかった

職場・学校で、外国人であることを
理由にいじめを受けた

名前が日本人風でないことによって
嫌がらせを受けた

外国人であることを隠すようにいわれた

日本語がうまく使えないことで嫌がらせを受けた

知らない人からジロジロ見られた

バスや電車、ショッピングセンターなどで
自分を避けるようにされた

「外国人に見えないから大丈夫」など、外国人で
あることが良くないことのように言われた

人に話しかけたが無視された

日本人との交際・結婚について、外国人であること
を理由に相手の親などから反対された

日本人の家族などから、自分の子どもに生まれた国の
文化や言葉を教えてはいけないと言われた

日本人の家族などから、生まれた国やその文化について、
侮辱されたり、からかわれたりした

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=638)
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７.防災について 

 

（１）災害情報を手に入れる方法 

災害情報を手に入れる方法は、「インターネット・SNS」が 56.4％と最も多く、次いで、「日本の

新聞・テレビ・ラジオ」が 43.4％、「友人・知り合い（日本人）」が 36.2％、「会社・学校」が

32.6％、「家族」が 32.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.2

30.7

6.7

32.3

32.6

9.9

4.4

0.6

8.0

0.8

2.8

2.7

5.3

0.9

43.4

56.4

1.1

1.1

4.1

0 20 40 60

友人・知り合い（日本人）

友人・知り合い（同じ国籍の人・同じルーツの人）

友人・知り合い（日本以外の他の国籍の人）

家族

会社・学校

近所の日本人・町会の人

日本語教室の先生やボランティア

外国人を支援する団体

役所の電話や窓口

（公財）大阪国際交流センターの
「外国人のための相談窓口」

（公財）大阪国際交流センターの
ホームページやFacebook

大阪市の災害多言語支援センター

大使館・領事館

教会・宗教の施設

日本の新聞・テレビ・ラジオ

インターネット・SNS

その他

手に入れる方法がない

無回答

(MA%)
(n=638)
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８.多文化共生について 

 

（１）多文化共生社会をつくるために重要だと思うこと 

多文化共生社会をつくるために「とても重要である」と「重要である」を合わせた『重要であ

る』は、「外国人が何でも相談することができる窓口を作る」で 81.2％と最も多く、次いで、「子

どもたちが国籍や文化の違いを理解できるような教育を学校で行う」で 72.8％、「役所に働いてい

る人が外国人についてよく理解する」で 72.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「多文化共生の地域づくり」を進めるにあたりしたいと思うこと 

「多文化共生の地域づくり」のために地域の日本人住民に対して「おおいに望む」と「どちらかといえ

ば望む」を合わせた『望む』は、「外国の文化、生活習慣を理解するよう努める」で 68.5％と最も多く、

次いで、「日本語、日本の習慣を外国人住民に紹介する」で 63.9％、「日頃から、外国人の住民と言葉を

交わす」で 58.3％となっている。 

48.3

35.1

30.6

27.1

34.0

30.6

23.5

32.3

38.2

21.5

23.7

17.7

19.7

26.5

32.9

37.0

39.0

36.5

38.2

37.6

41.8

33.7

34.6

27.6

38.1

28.8

28.5

31.8

6.0

11.3

11.1

16.8

10.3

11.8

14.7

14.7

10.0

25.2

18.2

26.3

26.8

18.2

1.6

3.0

4.5

5.0

3.6

4.4

3.8

3.9

2.0

7.8

3.3

5.8

5.8

3.9

3.1

4.2

3.9

3.4

3.3

4.1

3.6

4.4

4.5

6.0

5.0

8.9

7.8

8.2

8.2

9.4

10.8

11.1

10.5

11.6

12.5

11.0

10.5

11.9

11.8

12.4

11.3

11.4

とても重要である 重要である

あまり重要ではない

重要ではない

わからない

無回答

外国人が何でも相談することができる窓口を作る

役所の窓口に通訳者や通訳機を置く

やさしい日本語のパンフレットを多くして、役所で
働く人は、やさしい日本語を話す

役所の建物で外国語の表示を増やす

役所で働いている人が外国人についてよく理解する

役所のホームページをわかりやすくする

外国語の案内を多くする

日本人が多文化共生を理解する

子どもたちが国籍や文化の違いを理解できるような
教育を学校で行う

母国（生まれた国やルーツのある国）の
言葉や文化に触れる機会や場所を増やす

外国人の意見を役所の仕事に
活用するためのシステムを作る

外国人の役所の委員を多くする

役所で働く外国人を多くする

多文化共生を進めるためのきまりを役所でつくる

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=638)

27.3

19.3

26.8

15.7

18.3

41.2

39.0

37.1

23.4

36.2

12.1

17.1

12.9

26.2

17.9

4.7

7.2

5.0

13.6

7.1

5.6

6.3

6.6

10.0

9.4

9.1

11.1

11.6

11.1

11.1

おおいに望む どちらかといえば望む

どちらかといえば望まない

望まない

わからない

無回答

外国の文化、生活習慣を理解するよう努める

日頃から、外国人の住民と言葉を交わす

日本語、日本の習慣を外国人住民に紹介する

外国語を習得するように努める

地域の外国人の住民との交流会など、
交流の行事に参加する

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=638)


